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秋
野
豊
さ
ん
の
死
を
悼
む

去
る
平
成
一

O
年
七
月
二

O
日
深
夜
、
数
カ
月
前
ま
で
我
が
学
系
の
同
僚
で
あ
っ
た
秋
野
豊
さ
ん
が
、
国
連
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
監
視
団
(
U

N
M
O
T
)
政
務
官
と
し
て
首
都
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
の
東
方
ラ
ビ
ジ
ャ

1
ル
で
勤
務
中
の
と
こ
ろ
、
一
ニ
名
の

U
N
M
O
T
要
員
と
と
も
に
銃

撃
さ
れ
死
亡
す
る
、
と
い
う
悲
報
に
接
し
た
。
本
学
復
帰
の
手
続
き
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
り
、
世
話
人
と
し
て
轍

突
を
禁
じ
得
ず
、
大
学
も
ま
た
言
葉
の
な
い
日
々
が
続
い
た
。
国
連
旗
に
つ
つ
ま
れ
た
無
言
の
帰
国
後
、
学
業
の
大
半
を
過
ご
し
た
札
幌

で
の
密
葬
と
「
偲
ぶ
会
」
に
引
き
続
き
、
九
月
五
日
に
は
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
外
務
省
、
国
連
、
本
学
等
の
共
催
に
よ
る

「
秋
野
豊
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
が
小
測
総
理
、
高
村
外
相
等
の
列
席
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
宗
教
色
の
な
い
、
心
の
こ
も
っ
た

追
悼
会
で
あ
っ
た
。
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
追
悼
文
集
に
は
、
「
交
わ
っ
て
、
味
わ
っ
て
、
群
れ
ず
」
(
九
五
年
の
賀
調
)
と
い
う
彼
の
信
条

一
つ
一
つ
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
半
年
、
彼
の

一二

O
名
に
も
及
ぶ
内
外
の
知
人
・
友
人
が
追
悼
記
事
を
寄
せ
、

死
の
意
味
を
冷
静
に
考
察
す
る
た
め
に
は
、
な
お
日
時
が
必
要
に
も
思
わ
れ
る
が
、
改
め
て
彼
の
足
跡
の
一
端
を
た
ど
り
、
本
誌
の
編
者

に
相
応
し
く
、

と
し
て
、
ま
た
同
僚
と
し
て
追
悼
と
惜
別
の
辞
を
記
す
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

一
九
五

O
年
七
月
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
と
し
て
知
ら
れ
た
父
・
武
夫
の
三
男
と
し
て
小
樽
市
に
生
ま
れ
る
。
小
樽
潮
陵
高
校
か
ら
同
志
社
大

学
に
進
学
す
る
も
な
じ
め
ず
、
浪
人
生
活
の
後
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
祷
学
部
に
入
学
、
卒
業
後
、
さ
ら
に
北
海
道
大
学
法
学
部
に
学
士

入
学
す
る
。
七
六
年
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
進
学
、
国
際
政
治
学
を
専
攻
し
、
七
八
年
、
博
士
後
期
課
程
に
進
み
、
中
村
研
一

教
授
、
伊
東
孝
之
教
授
、
木
村
汎
教
授
ら
の
指
導
を
受
け
る
。
ま
も
な
く
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
奨
学
金
を
得
て
、

ロ
ン
ド
ン



大
学
ス
ラ
プ
東
欧
学
部
に
学
ぶ
。
八
一
年
に
帰
国
し
、
北
大
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、
法
学
部
付
属
ス
ラ
プ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
を

兼
務
し
、

八
三
年
に
は
論
文
「
独
ソ
開
戦
と
イ
ギ
リ
ス
の
対
ソ
政
策
」
に
よ
っ
て
法
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る
ο

同
年
末
か
ら
モ
ス
ク
ワ

日
本
大
使
館
に
専
門
調
査
員
と
し
て
出
向
し
、

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
前
夜
の
ソ
連
の
内
外
政
に
身
近
に
接
し
、
研
究
上
の
関
心
は
外
交
史
か

ら
政
治
学
的
な
手
法
に
よ
る
現
状
分
析
に
移
っ
て
行
く
。
八
五
年
末
に
帰
国
、
北
大
助
手
に
復
帰
し
、
翌
年
九
月
、
本
学
社
会
科
学
系
に

講
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
八
八
年
助
教
授
に
昇
進
し
、
本
年
四
月
、
外
務
事
務
官
と
な
り
、
国
連
政
務
官
に
任
命
さ
れ
、
今
回
の
惨
事
に

遭
遇
す
る
。

こ
の
間
、
研
究
活
動
の
面
で
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
「
新
思
考
」
外
交
や
エ
リ
ツ
ィ
ン
外
交
、

ソ
連
・
東
欧
に
お
け
る
社
会
主
義

体
制
の
崩
壊
要
因
と
局
辺
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
度
重
な
る
現
地
調
査
や
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
、
独
自
の
分

析
を
「
世
界
週
報
」
(
時
事
通
信
社
)
等
の
国
際
問
題
専
門
誌
や
学
術
誌
に
精
力
的
に
発
表
し
、
単
行
本
と
し
て
も
、
『
世
界
は
大
転
閉
す

る
』
(
平
成
二
年
)
、
『
欧
州
新
地
図
を
読
む
』
(
平
成
三
年
)
、
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
二
五

O
O日
』
(
平
成
四
年
)
等
を
集
中
的
に
刊
行
し

た
。
他
方
、
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
積
極
的
に
発
言
し
、
そ
の
内
容
は
現
状
の
動
向
解
説
の
み
な
ら
ず
政
策
上
の
提
言
に
も
及
ん
だ
。

九
二
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部
を
お
く
東
西
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
プ
ラ
ハ
の
同
研
究

所
欧
州
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
す
る
な
か
で
、
旧
ソ
連
閤
下
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
た
な
間
家
体
制

(
C
I
S
)

ω形
成
を
重
点

的
な
調
査
対
象
と
し
、

ま
た
、
地
域
紛
争
の
調
停
者
と
し
て
の
技
術
を
も
磨
く
。
こ
の
間
も
旺
盛
な
執
筆
活
動
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
現

地
情
報
を
送
り
つ
づ
け
、
手
簿
な
当
該
地
域
の
学
術
研
究
に
貢
献
す
る
一
方
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

(
U
N
H
C
R
)
の
政
策
立
案
や

わ
が
国
の
中
央
ア
ジ
ア
外
交
の
あ
り
方
に
も
有
益
な
示
唆
を
与
え
た
。
学
会
活
動
の
面
で
は
、
平
成
八
年
一

O
月
よ
り
半
年
問
、
日
本
田
川

際
政
治
学
会
の
事
務
局
長
代
行
を
、

ま
た
、

ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
理
事
も
務
め
て
い
た
。
殉
職
後
の
本
年
一
…
丹
、
読
売
新
聞
社
よ
り
、

五
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ム

ノ、

紛
争
地
域
の
調
停
者
と
し
て
の
顕
著
な
活
躍
と
国
際
貢
献
に
対
し
、
「
読
売
国
際
協
力
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

個
人
的
な
交
流
と
感
慨
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

八
九
年
年
夏
、
第
二
次
大
戦
勃
発
五

O
周
年
国
際
会
議
に
共
同
論
文
を
発
表
す
る

こ
と
に
な
り
、
昼
夜
を
た
が
わ
ず
発
表
内
容
を
詰
め
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
頃
ま
で
の
彼
は
、

一
片
の
外
交
文
書
が
語
り
か
け
る
声
に
耳

を
そ
ば
だ
て
る
外
交
史
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
東
欧
の
激
動
が
始
ま
り
、

ロ
シ
ア
・
東
欧
ウ
オ
ッ
チ
ャ
!
と
し
て
活
躍
す
る

よ
う
に
な
る
が
、
何
の
た
め
の
歴
史
研
究
か
を
盛
ん
に
問
い
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
誰
の
た
め
の
歴
史
学
で
あ
り
、
社
会
科
学
で
あ
る

の
か
、
あ
た
か
も
ソ
連
崩
壊
の
現
場
に
そ
の
答
え
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

崩
壊
と
再
生
が
同
時
進
行
す
る
旧
ソ
連
地
域
に
お
い
て
、
国
家
形
成
は
如
何
に
な
さ
れ
る
か
、
民
族
と
国
境
の
再
編
を
導
く
力
は
何
か
、

民
主
化
と
市
場
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
如
何
に
定
着
す
る
か
、
地
域
と
し
て
の
結
合
の
条
件
は
何
か
、
歴
史
の
力
は
如
何
に
作
用
す
る
か

等
々
、
二

O
世
紀
の
社
会
科
学
が
対
象
と
し
て
き
た
主
要
問
題
が
凝
縮
さ
れ
て
そ
こ
に
展
開
し
て
い
る
1
1
1
彼
で
な
く
と
も
研
究
対
象
と

し
て
魅
惑
的
な
地
域
で
あ
る
。
研
究
者
と
し
て
な
ら
ば
資
料
が
出
揃
い
、
情
勢
が
落
ち
着
い
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
、
同
僚
と
し
て
そ

う
感
じ
て
い
た
。
情
報
屋
を
自
認
し
て
は
い
た
が
、
社
会
科
学
の
デ
イ
シ
プ
リ
ン
を
決
し
て
疎
か
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し

か
し
彼
は
そ
れ
を
待
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
の
理
由
は
、
将
来
と
も
恐
ら
く
記
録
に
は
遺
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
下
か
ら
。
間
造
り
に
か
か
わ
る
人
々
の
昔
悩
に
満
ち
た
営
み
が

彼
を
誘
い
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
日
本
は
混
沌
の
こ
の
地
域
に
、
今
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
政
策
的
関
心
が
常
に

念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
例
え
ば
昨
年
、
本
学
の
共
同
研
究

(
H
-
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
他
編
『
国
際
地
域
統
合
の
ブ
ロ
ン
テ

イ
ア
』
彩
流
社
)

に
寄
稿
し
た
「
中
央
ア
ジ
ア
の
地
域
空
間
」
主
題
す
る
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

c
I
S諸
国
の
混
沌
と
秩
序
形
成
の

可
能
性
を
多
面
的
に
論
じ
た
う
え
、
カ
ス
ピ
海
の
天
然
ガ
ス
を
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
東
ア
ジ
ア
に
還
送
す
る
と
い
う
雄
大
な
「
シ
ル
ク
ロ

l



ド
・
オ
ア
シ
ス
ペ
ル
ト
構
想
」
を
提
案
し
、

に
向
け
た
国
際
協
力
体
制
に
日
本
が
音
頭
を
と
る
べ
き
と
説
く
。
実
際
、
意
欲
的
な
企
業
や
政
治
家
に
呼
び
か
け
て
い
た
。
タ
ジ
ク
行
き

を
決
断
さ
せ
た
心
の
葛
藤
を
知
る
術
は
な
い
が
、
日
本
の
中
央
ア
ジ
ア
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
立
案
に
某
か
の
貢
献
を
期
し
て
い
た
こ
と
は
疑

ユ
ー
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
な
ら
ぬ
ユ

1
ロ
ア
ジ
ア
リ
ー
ジ
ョ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
構
築

い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
日
本
外
交
に
殉
じ
た
死
で
あ
っ
た
と
私
は
理
解
し
、
長
く
継
承
と
吟
昧
に
値
す
る
構
想
の
一
っ
と
思
っ
て
い
る
。

秋
野
さ
ん
の
死
と
そ
の
意
昧
は
、
国
際
貢
献
の
先
導
役
と
し
て
、
あ
る
い
は
日
本
の
研
究
者
に
は
め
っ
た
に
な
い
「
学
者
の
殉
職
」
と

し
て
、
様
々
に
語
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
混
沌
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
の
秩
序
形
成
と
平
和
の
構
築
を
見
定
め
る
ま
で
、
彼
の
行

動
は
や
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
の
苦
悩
の
営
み
に
共
感
し
、
地
域
紛
争
の
調
停
者
と
し
て
の
期
待
に
も
十

分
に
応
え
ら
れ
る
骨
太
の
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
が
当
面
の
夢
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
幸
い
、
こ
の
よ
う
な
夢
を
託
す
に
足
る
若

い
研
究
者
が
育
ち
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
に
も
着
手
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

一
時
の
興
奮
に
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
た

1t) 
0 
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